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北
海
道
銀
行
と
取
引
の
あ

る
恵
庭
市
内
の
企
業
な
ど
で

構
成
す
る
恵
庭
ら
い
ら
っ
く

会（
会
長
・
宮
内
光
則
日
重

建
設
代
表
取
締
役
）
は
、
今

年
元
日
に
発
生
し
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者

支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、

現
金
５
万
円
の
寄
付
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
決
定
。
５
月

15
日
に
恵
庭
市
内
で
開
か
れ

た
定
時
総
会
・
懇
親
会
の
席

上
、
宮
内
会
長
か
ら
日
赤
恵

庭
市
地
区
協
賛
委
員
会
の
原

田
裕
地
区
長（
恵
庭
市
長
）

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
２
０
０
５（
平
成

18
）
年
に
発
足
し
、
現
在
会

員
79
人
が
在
籍
。
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

各
自
の
事
業
の
健
全
発
展
お

よ
び
北
海
道
銀
行
の
繁

栄
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
も
胆
振
東
部

地
震
な
ど
過
去
に
大
き

な
災
害
を
経
験
し
て
お

り
、
全
国
か
ら
の
支
援

が
復
興
へ
の
大
き
な
後

押
し
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
被
災
地
支
援
へ
の

対
応
策
を
内
部
で
検
討

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
定
時
総
会
・

懇
親
会
に
は
会
員
・
来

賓
ら
30
人
が
出
席
。
贈

呈
式
で
は
、
宮
内
会
長

が
義
援
金
の
入
っ
た
封

筒
を
原
田
市
長
に
手
渡

し
、
両
者
が
笑
顔
で
記

念
撮
影
に
応
じ
て
い
ま

し
た
。
原
田
市
長
は「
先

週
、
横
道
副
市
長
が
輪

島
市
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
復
旧
し
て
い

る
感
じ
が
な
い
現
状
だ
っ
た

よ
う
で
、
た
だ
た
だ
道
路
の

補
修
だ
け
を
進
め
て
い
る
と

い
う
状
況
だ
っ
た
と
い
う
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
し
っ
か
り
届

け
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
宮
内
会
長
は「
北
海
道
が

地
震
や
水
害
に
見
舞
わ
れ
る

た
び
に
、
全
国
の
皆
さ
ん
か

ら
多
く
の
支
援
、
励
ま
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち

も
被
災
地
の
皆
さ
ん
が
一
日

も
早
く
元
通
り
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
、
少
し
で
す
が
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
趣
旨
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

　
「
カ
ク
テ
ル
の
街
・

千
歳
」を
Ｐ
Ｒ
に
向

け
て
、
千
歳
市
内
の

バ
ー
や
飲
食
店
主
の

有
志
ら
で
組
織
す

る「
カ
ク
テ
ル
振
興

協
会
千
歳
」（
藤
森

規
年
会
長
）が
今
年

４
月
６
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
市
民
の

ほ
か
道
内
外
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
に

千
歳
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、
年
末
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
カ
ク
テ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
な

ど
普
及
啓
発
に
力

を
入
れ
る
方
針
。
横

田
隆
一
千
歳
市
長
や

入
口
博
美
千
歳
商
工

会
議
所
会
頭
に
も

活
動
へ
の
協
力
を
打
診
し
ま

し
た
。

　
同
協
会
は
藤
森
会
長
や
丸

山
洵
幹
事
長
ら
11
店
舗
12

人
が
会
員
と
し
て
参
加
。
社

交
場
と
し
て
の
バ
ー
文
化
振

興
と
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
技
術
継

承
、
繁
華
街
の
活
性
化
な
ど

を
目
指
し
、
カ
ク
テ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
開
催
に
よ
る
カ
ク
テ

ル
文
化
普
及
や
、
市
内
の
企

業
や
団
体
と
連
携
し
た
催
事

企
画
な
ど
地
域
貢
献
を
理
念

に
掲
げ
ま
す
。

　
発
足
直
後
の
５
月
７
日
に

は
、
藤
森
会
長
や
丸
山
幹
事

長
ら
メ
ン
バ
ー
が
千
歳
市
役

所
を
訪
れ
、
横
田
市
長
と
懇

談
。「
２
年
後
の
空
港
開
港

１
０
０
年
や
ラ
ピ
ダ
ス
社
進

出
な
ど
、
市
民
や
観
光
客
に

広
く
Ｐ
Ｒ
を
」と
要
請
さ
れ

ま
し
た
。
17
日
に
は
千
歳
商

工
会
議
所
を
訪
問
し
、
入
口

博
美
会
頭
に
設
立
の
趣
旨
や

活
動
方
針
を
説
明
。「
ま
ち
の

活
性
化
の
た
め
な
ら
何
で
も

相
談
を
」と
協
力
を
取
り
付

け
ま
し
た
。

　
藤
森
会
長
は「『
バ
ー
の
発

展
が
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が

る
』
が
持
論
で
す
。
ま
ち
や

繁
華
街
の
振
興
な
ど
地
域
お

こ
し
に
尽
力
し
た
い
」と
コ

メ
ン
ト
。丸
山
幹
事
長
も「
ま

ち
の
案
内
人
で
あ
る
バ
ー
の

役
割
を
果
た
し
た
い
。
次
世

代
に
カ
ク
テ
ル
文
化
や
技
術

を
継
承
し
、
飲
食
業
を
元
気

に
し
た
い
」と
意
欲
を
見
せ

て
い
ま
す
。（

編
集
部　
伊
藤
）

　

公
立
千
歳
科
学
技
術

大
学（
千
歳
科
技
大
、宮

永
喜
一
学
長
）と
北
海
道

情
報
大
学（
江
別
市
、西

平
順
学
長
）は
５
月
13
日
、

相
互
の
知
見
の
理
解
と
教

育
・
研
究
に
関
す
る
情
報

共
有
な
ど
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
学
生
や
教
職

員
の
人
材
交
流
推
進
を

は
じ
め
、教
育
活
動
や
共

同
研
究
事
業
の
展
開
な

ど
連
携
強
化
に
取
り
組

み
、地
域
経
済
の
発
展
に

資
す
る
理
系
人
材
の
育

成
を
進
め
る
方
針
で
す
。

　
両
大
学
は
、次
世
代
半

導
体
の
量
産
化
を
目
指

す
ラ
ピ
ダ
ス
社
の
千
歳
市

進
出
発
表
を
受
け
、昨
年

か
ら
連
携
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
社
や
関
連
企
業
の
進

出
で
千
歳
を
中
心
に
周

辺
自
治
体
か
ら
雇
用
創

出
や
人
口
増
加
な
ど
経

済
効
果
に
期
待
を
寄
せ

る
声
が
高
ま
る一方
、高
度

な
専
門
知
識
を
備
え
た
理

系
人
材
の
育
成
が
期
待
さ

れ
、両
大
学
が
有
す
る
情

報
科
学
・
情
報
通
信
分
野

に
お
け
る
知
見
の
相
互
連

携
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。

　

千
歳
科
技
大
で
の
調

印
式
に
は
、両
大
学
か
ら

関
係
者
12
人
が
出
席
。西

平
学
長（
写
真
上
右
）は
あ

い
さ
つ
で
「
協
定
に
よ
り

両
大
学
の
個
性
・
強
み
が

よ
り
強
化
さ
れ
、相
互
補

完
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
形
成
。将
来
予
測
が

難
し
い
時
代
の
高
等
教
育

機
関
の
モ
デ
ル
と
し
て
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
。宮
永
学

長（
写
真
上
左
）も
「
こ
の

連
携
を
新
た
な
起
点
と
し

て
、と
も
に
発
展
で
き
る
よ

う
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　
協
定
事
項
と
し
て
①
教

育
活
動
の
推
進
②
共
同
研

究
の
実
施
③
教
育
・
研
究

の
施
設
・
設
備
の
利
用
④

学
生
・
教
職
員
の
交
流
⑤

そ
の
他
連
携
推
進
に
必
要

な
事
項
―
な
ど
の
内
容
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

（
編
集
部　
伊
藤
）
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